
42



1590 19231877 2007 2011 2021

1603 1604 1873 1911 1964 1999

43



౦ژӺ

ઍాཱ۠ࢲ
εϙʔπηϯλʔ

ډߖ

ຊڮ船ண

ӽຊళࡾ

ৗ൫ڮλϫʔ

ຊۜ行ؗچ

ৗ൫ڮখֶߍ

44



45



自転車歩行者 電車 自動車船

多種類の通行手段
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総武中央ボートライン構想 山田明子（22U1306）

参謀本部五千分一東京図測量原図（明治17年）をカシミール３Dで加工
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「見沼通船堀 閘門開閉 実演」

江戸のエレベーター
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道三堀の復興 張耀芸（22U1304）

蒋睿 （22U1302）

参謀本部五千分一東京図測量原図（明治17年）をカシミール３Dで加工
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道三堀の復興
22U1302 蒋叡 22U1304 張耀芸

道三堀 天正18年（1590）-明治43年（1909年）

もともとは、徳川家康が城内建設のために掘削した川でした。そこでもたらした
結果は：
1.直通線路の確保平川から旧石神井河口から江戸城までの船が入れるようになっ
た、小名木川とあわせって、行徳からの塩運ぶ線路が確報できた。
2.物資運搬の役割江戸城の内と外繋がる川として、道三堀は物資運搬の大動脈で
あった。しろの日常生活のまのまだ兵糧、武器との運送。
3.町人地の建設を促すこの天正期の江戸町人地はの道三堀沿い，及び常盤橋を渡
っての本町周辺であった。

道三堀は和田倉と棧瓶橋からの余⽔が合流するが、両区間ともに汐の満ち引きに
よって内海側から⽔が供給される。また、両区間とも通船可能で、江⼾城への⼈
的・物的輸送の中核をなし、⿓之⼝脇には惣揚場が、諸⾨外には多数の荷揚場が
点在した。
1.町人地と武家屋敷
2.河岸（かし）、物揚げ場、倉
3.舟入堀（埠頭）

江戸町人地概形

川平面図

川立面図

河道が徐々に弱くなるのには、さまざまな理由が関係しています。まずは日常の理
由と災害について話しましょう。
［道三堀］と旧平川筋にあたる元飯⽥町留〜数寄屋橋⾨。後者は 17 世紀前半までは
後述する神⽥川から分流していたが、明暦⼤⽕（1657 年）後に接続部が埋め⽴てら
れた。

道三堀は1642年大浚，まだ1688大浚、1694-1714の間で常浚、1767年大浚、ざいご
うの大浚は1837年。常磐橋-吳副橋と違って、常浚の時間が少ない。そのため、かわ
の水質悪化が予想される。

高橋氏江⼾城堀の維持管理と存続形態 より

道三堀の衰退-鉄道など陸道路運送の発達

大正期から昭和初期に、亀戸ー越中島間の貨物線た小名木川貨物駅（昭和四年）が、船
を使わずに海運と陸運を直接繋がる目的整備された。さらに道三堀などの水運の必要性
さがっていく。明治ほうかんになると、ふねんいよる荷役が非効率なため、船運は次第
に鉄道運送に転換していく。

その時代を時代と運送を示すとすれば：

江戸期の船運時代-

明治初期船運と鉄道混用の時代-

明治後期港と内陸陸道路直連的時代-

大正と昭和初期鉄道運輸的時代

道三堀の消滅は明治43年である。

苦瀬、原田氏-

隅田川物流施設機能と分布に関する研究より

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/1909%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB


道三堀に備える価値

水運のメリットとしては、低速性，大量性，安全性などの特徴がある。そして現在の道三

堀の復活と考えば、次のようなことが検討されるべきである。

1.防災船着き場阪神淡路大震災を機会として、1999年に防災船着き場整備計画が策定され

ました。1999年に常磐橋、2011年に日本橋に設置された。災害じに河川を物資輸送経路と

して活用するため、防災船着き場を整備される。道三堀復活せれば、防災に一凛になれる

とかんがえている。

2.都市内水運と水质改善流入河川对策で⽔质改善。湖や沼は「閉鎖性⽔域」といって、⽔

の環境循環が起こりにくいことから汚濁物質が蓄積しやすくなり、いったん汚染が進行す

ると改善が難しいことで知られています。

3.水辺が観光地／風景江戸の都市，水系基盤が形成され，舟運による物流の定着に合わせ

沿川の土地利用が定着し，都市が安定する中で，江戸の庶民に遊山行楽の活動が徐々に浸

透し，水辺を楽しむ文化が形成されたと考える．水辺文化開花・定着期は，水辺の多様な

文化が発達した契機である享保の改革から，近世以来の土地利用や社会背景が大きく変化

した明治維新までの時期である。

近世中期・後期の土地利用図
一石橋から道三堀みる



1.線路の決め

黄色の部分が埋め立てられた河
道です。元の河道跡はほとんど
残っていないため、新たな河道
の再建に活用することはほぼ不
可能であるため、河道を再設計
する予定です。新設された河道
は赤い色にしました。実線の部
分が再設計が決定した河道です。
点線は、適合性を考慮する必要
がある道路です。

次に点線点のポイントを一つず
つ紹介する。



決定した線路



持続可能な
発展 商業

街づく
り

歴史

自然

歴史文化：道三堀・東京駅の駅舎
自然：川・ポッケトパーク・公園
商業：船観覧・水上市場
まちづくり：イベントの開催

基本理念

つながり

つながりつながり

つながり

持続可能性 イメージ
（読みやす
さ意味）

場所のセン
ス

（帰属意識
・愛着）

生きられた
空間

（反没場所
性・脱権威）

環境 広場・みど
り・川

船観覧・親
水広場

パブリック
・オプンス
ーペース・
川へのアク
セス

社会 歴史復興・
川の都市

文化の催し
・まちづく
り

パブリック
・オプンス
ーペース

経済 マーケティ
ング・観覧

ミックスユ
ース・商業
連携

市街地の個
性化・商業
の連携



遊船ルート

・橋によって水上で繋がれており、両側の河岸はレクリエー
ションスペースと歩道の二つの部分に分かれて、ここに来る
人々の散歩時間長引くでしょう．



観覧コース

全路線の中で最も活気のある場
所であり、商業地として活用さ
れるべきエリアである。高架橋
の下のスペースを活用し、高さ
によって、店舗の空間を作り出
す。列車の音を聞きながら商店
街の生き生きさを感じられると
思う。
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石垣での展望台 旧常盤橋

伸び展望台

船乗り場

売り場と船待ち場

船管理事務所

防災船着き場
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外堀を復活させた数寄屋橋付現在の数寄屋橋付近の俯瞰

作成：皆川典久（江戸東京研究センター客員研究員）

「レジェンド・リノベーション」という悦楽

2017年度に教育研究拠点として設置された江戸東京研究センターは、

2022年度より第２フェーズとして「記憶から創造へー過去を知り、近未

来の道筋を示す」を課題に掲げ研究活動を続けています。マニフェスト

は「持続可能な地球社会の実現に向け、近代のパラダイムを超えた都市

の未来を考えるために、私たちは、新・江戸東京研究に挑戦します」。

東京発掘プロジェクトのひとつのテーマである「レジェンド・リノ

ベーション」は、江戸東京に蓄積され現在にも生きる固有の歴史・文の

発掘と再評価を通じて、持続可能な地球社会を構築するための方法と理

論とを導き出し、その知見を「実践知」として表現することにチャレン

ジしています。

東京の中でも多くの「記憶」が残る千代田区において、主旨に沿って

未来を描くことほど面白いことはありません。さいごに江戸城外堀を再

生させた、あるかもしれない「未来図」を提示しておきます。

左図は現代の地図に、右図（東京図測量原図：明治18年頃）を参照しながら、

外堀（護岸）のあった位置を、赤点線で示している

現在の東京駅八重洲口駅前の風景

外堀を復活させた東京駅八重洲口駅前
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